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共著）』（平凡社 1998年刊） ，2010年 11月 28日放送大学
公開講座『鹿児島の城で学ぶ』（配布資料 ) ，2018年 1月
27日鹿児島歴史の旅講演会『鹿児島城の内堀』（パワーポ
イント），2018年 8月 28日黎明会講演会『国持大名島津
氏の鹿児島城』（パワーポイント） ，2018年 10月 27日同
学舎同窓会講演『鹿児島城御楼門の復元』（パワ―ポイン








2020年 4月 11日『令和 2年鹿児島県立図書館貴重資料紹
介展　鹿児島城再発見・岐阜との絆』（解説冊子），2020
年 9月 30日～ 11月 3日黎明館企画特別展鹿児島の城館の
図録『鹿児島の城館』(同館編集で 2020年刊）， 2020年 10



























































































































































































　大身分 ｢寄合｣ の嫡男だった名越時敏は，1843年 7月
12日造替作業中の御楼門に登り（『鹿児島県史料　名越時























































































































































































































































































































































































































































































○「御日記」による 1600 年 12 月から翌 1601 年 1 月ま
での家久
　御日記（『鹿児島県史料　旧記雑録後編三』巻 53，p730








































あり，12日右馬頭･村田 ･佐多 ･亀山 ･片浦の仮屋が挨拶，
冨隈に御出，好天で舟を使い，義久様と御寄合，13日冨
隈で佐土原 ･敷根 ･京使者和久 ･球磨が挨拶，帖佐で義弘
様に会釈，14日帖佐泊，15日午刻鹿児島へ諸侍御供で戻り，
16日千句連歌がありました．






















　この通り，家久は藩主として 1600年末から 1601年 1月
にかけ，儀式 ･行事に携わり，各分野の人物から挨拶を受
け，御成 ･御出 ･御光儀 ･御出駕と自らも活発に行動して










































































































































































































































































































































査研究報告№ 11，№ 13，No.14，№ 15，№ 16，№ 17で何
回も引用し，鹿児島県立図書館貴重資料紹介展の説明書『鹿
児島城再発見』（同館 2020年刊），2020.9.30～ 11.3黎明館
企画特別展の『鹿児島の城館　図録』で詳しく触れてきた
おなじみの図ですので，通称に従い使用しました．理解し
にくいと感じられました方には申しわけありませんが，諸
般の事情もありこのような仕儀となったことをご理解いた
だきたいと思います．
　その絵図のなかで唯一の例外は，すなわち初顔は，鹿児
島城の山城部の幕末明治初期の様子を伝える『御城山総絵
図』です．これは東京大学史料編纂所が所蔵する島津家文
書に含まれているもので，『天然記念物及び史跡城山保存
活用計画』（鹿児島市 2020年刊）で全体図が紹介されてい
ます．鹿児島城山城部の大部分を含む朱引図でして，山城
部内に平坦な面が 4ヵ所明確に示されていて，文政 5年鹿
児島城絵図と類似の城道記載がありますので，鹿児島城そ
して御楼門理解に役に立つ絵図です．
　本稿は，御楼門を含む鹿児島城に親近感を持っていただ
き，興味を感じていただきたいので，鹿児島城三口番所の
変遷と山城本丸曲輪関連の屋敷の部分図を，本稿の内容に
こだわらず挿絵風味で 7点掲載しています．特に本丸の変
遷をたどるのは楽しいテーマになると思っています．本稿
に続いて展開しようと思っている「鹿児島城の御楼門と大
手門」の理解にも参考にしていただきたいと願っています．
鹿児島城と御楼門の，永続的，組織的調査研究にお役に立
てば，これに勝る喜びはありません．（2021年 2月記）
